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Research Abstract

原発性胆汁性肝硬変(PBC)は、⾃⼰免疫機序による肝内⼩葉間胆管の進⾏性の破壊と消失及び⾎清学的に⾃⼰抗体であるミトコンドリア抗体(AMA)の出現を特徴とする。まず、胆管消失
の機序として、主にFas-Fasリガンドを介したアポトーシスが胆管消失の重要な因⼦であることを指摘し、欧⽂雑誌Hepatologyに発表した。また、AMAの対応抗原であるミトコンドリア
内膜に存在するピルビン酸脱⽔素のE2成分(PDC-E2)を免疫組織化学的及び分⼦⽣物学的に検討したところ、PBCの胆管上⽪にPDC-E2蛋⽩の発現亢進があるが、PDC-E2mRNAの発現亢
進はみられないことから、PDC-E2蛋⽩と交差反応性を⽰す抗原成分が存在する可能性を指摘し、欧⽂雑誌Hepatologyに発表した。次に、このPDC-E2と交差反応性を⽰す抗原成分がPBC
の病因になっているものと推測され、PBCの胆管特異的かつPDC-E2と交差反応性を⽰す新たな抗原の検出を試みた。PBC症例7例、対象肝3例の胆管上⽪細胞の単離、mRNAの抽出、次
いで逆転写反応よりcDNAサンプルを得た。そして、これらのサンプルを⽤いてDifferential Display法によりPBC特異的なmRNAシークエンスを検出しようと試みたが、現在までのとこ
ろ、PBCの胆管細胞に特異的と考えられるmRNAは検出できない。原因として、胆管細胞の抽出に問題があり、⾮胆管細胞以外の細胞も混雑していたためmRNAの差異として検出できな
かったと推測される。従って、新たな胆管細胞抽出法として、組織切⽚上で直接的に細胞を収集できるマイクロダイセクションシステムを⽤いて再検討をしているところである。
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